
　
こ
れ
ら
の
報
告
を
踏
ま
え
た
う
え
で
実
施
さ

れ
た
円
卓
会
議
で
は
、
登
壇
者
だ
け
で
な
く
来

場
者
も
含
め
、
会
場
全
体
で
鶴
嶺
東
地
区
が

地
域
主
体
で
取
組
む
べ
き
課
題
や
今
後
の
「
防

災
〝
も
〞
ま
ち
づ
く
り
」
の
可
能
性
に
つ
い
て

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
日
頃
あ
ま
り
顔
を
合
わ
せ
て
地
域
に
つ
い
て

話
し
合
う
機
会
の
な
い
中
学
生
と
地
域
の
大

人
が
お
互
い
の
考
え
を
出
し
合
っ
た
こ
と
で
、

「
地
域
の
人
と
の
関
係
づ
く
り
や
地
域
の
こ
と

を
よ
く
知
る
機
会
に
な
っ
た
」「
当
事
者
意
識

が
生
ま
れ
た
」
な
ど
と
、
中
学
生
に
と
っ
て
は

学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
ま
た
地
域
に
と
っ
て
も
中

学
生
の
発
想
や
意
見
が
新
鮮
で
、
中
学
生
の

頼
も
し
さ
を
確
認
で
き
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生
は
「
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な

く
、
こ
の
つ
な
が
り
を
日
常
化
し
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
平
成
３０
年
９
月
２９
日
（
土
）
午
前
、
鶴
嶺

公
民
館
に
て
、「
鶴
嶺
東
地
区
防
災
〝
も
〞
ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
に
鶴
嶺
東
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

と
鶴
嶺
中
学
校
生
徒
が
参
加
し
た
「
防
災

〝
も
〞
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」
の
開
催

報
告
と
、
そ
の
中
で
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
も

と
に
実
施
し
た
「
キッ
ク
オ
フ
イ
ベン
ト
」
の
活
動

報
告
に
そ
って
、
円
卓
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
防
災
〝
も
〞ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
ショッ
プ
」

は
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所 

加
藤
孝
明

准
教
授
の
監
修
の
も
と
、
平
成
２１
年
度
よ
り

市
内
で
特
に
地
震
に
よ
る
延
焼
危
険
度
の
高
い

地
区
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
７
地
区

で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
鶴
嶺
東
地
区
で
の

開
催
は
8
地
区
目
と
な
り
、
平
成
２９
年
１０
月

か
ら
平
成
３０
年
２
月
ま
で
に
計
４
回
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、
加
藤
准
教
授
よ
り
、

「
防
災
〝
も
〞
ま
ち
づ
く
り
」の
考
え
方
を
学
び
、

地
震
や
火
災
の
発
生
状
況
を
想
定
し
た
火
災

体
験
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
体
験
な
ど
に
加
え
、

ま
ち
歩
き
を
実
施
し
、「
防
災〝
も
〞ま
ち
あ
る
き

マッ
プ
」
の
作
成
や
地
域
で
行
え
る
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
４
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、「
キ
ッ
ク
オ
フ

イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
中
学
生
、
地
域
住
民
に

よ
っ
て
、
色
あ
せ
た
街
頭
消
火
器
の
色
の
塗
り

直
し
や
、
地
域
の
夏
祭
り
で
楽
し
く
防
災
を

学
ん
で
も
ら
う
た
め
の
ブ
ー
ス
の
設
置
な
ど
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

5
第5号｜発行日 平成31年3月1日

発行責任者：鶴嶺東まちぢから協議会 会長 岩壁栄
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鶴嶺東地区の防災 ～中学生と一緒に、
地域で考える防災

﹁
防
災
も
含
め
て
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
学
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
︑
地
域
で
の

発
見
や
学
び
︑
地
域
で
の
人
と
の
結
び
つ
き

の
広
が
り
等
が
結
果
と
し
て
防
災
に
結
び
つ

い
て
い
く
︵
加
藤
准
教
授
︶﹂︒

自
助
・
共
助
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
︑
継
続

的
な
取
組
み
と
取
組
み
の
定
着
を
目
的
と
し

た
防
災
ま
ち
づ
く
り
・
防
災
対
策
を
進
め
る

上
で
の
考
え
方
・
手
法
で
す
︒

「
防
災〝
も
〞ま
ち
づ
く
り
」
と
は
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第5号｜発行日 平成31年3月1日

平
成
２８
年
4
月
の
熊
本
地
震
本
震

が
起
き
た
布
田
川
断
層
帯
の
布
田
川

区
間
で
は
、
30
年
以
内
に
大
き
な
地

震
が
発
生
す
る
確
率
は
「
ほ
ぼ
0
％

か
ら
0.9
％
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一方
、
政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
が

発
表
し
た
「
全
国
地
震
動
予
測
地

図
平
成
３０
年
版
」
は
大
き
な
波
紋
を

呼
び
ま
し
た
。
同
地
図
で
は
「
今
後

30
年
間
に
大
地
震
（
震
度
6
弱
以

上
）
が
起
き
る
確
率
」
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
関
東
の
都
道
府
県
庁
所

在
地
で
は
千
葉
市
が
85
％
で
最
高
を

記
録
し
、
横
浜
市
が
82
％
、
水
戸
市

が
81
％
と
、
関
東
地
方
の
危
険
度
の

高
さ
も
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
も
「
今
後
30
年
間
に
大
地

震
が
起
き
る
確
率
」
が
70
％
以
上
と

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で　
　
　

い
つ
大
地
震
が
起
き
て
も
お
か
し
く

な
い
と
考
え
、
備
え
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

大
地
震
が
発
生
し
た
際
の
大
き
な
揺

れ
を
感
知
し
て
自
動
的
に
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
機
器
で

す
。分
電
盤
に
取
り
付
け
た
り
、コ
ン

セ
ン
ト
に
差
し
込
ん
で
利
用
し
ま
す
。

①
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
な
ど
の
大
規
模
地
震
時
に
発
生

し
た
火
災
の
過
半
数
が
電
気
に
起
因

す
る
火
災
で
す
。

②
茅
ヶ
崎
市
で
は
木
造
家
屋
が
密
集

し
て
い
る
地
域
が
多
く
、１
件
の
火
災

か
ら
大
規
模
な
火
災
に
発
展
す
る
危

険
性
が
高
い
都
市
構
造
＝
延
焼
運

命
共
同
体（
ク
ラ
ス
タ
ー
）と
な
っ
て

お
り
、県
の
地
震
被
害
想
定
で
も
、火

災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

ニ
カ
ル
タ
イ
プ
が
約
１
、１
０
０
円
〜

２
、４
０
０
円
、コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ
が

２
、４
０
０
円
〜
７
、６
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

鶴
嶺
東
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
で

は
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
に
向
け

て
、各
自
治
会
への
普
及
を
働
き
か
け
、

市
へ
の
補
助
金
申
請
手
続
き
行
っ
て

い
ま
す
。実
績
と
し
て
は
、既
に
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
自
治
会
と
下
町
屋
自
治
会

が
補
助
金
制
度
を
利
用
し
て
設
置
し

て
い
ま
す
。他
自
治
会
で
は
、平
成
31

年
４
月
ま
で
に
皆
さ
ま
か
ら
購
入
希

望
を
募
る
予
定
で
す
。

そ
れ
を
受
け
て
、鶴
嶺
東
地
区
ま
ち

ぢ
か
ら
協
議
会
で
は
、各
自
治
会
の

希
望
数
を
集
計
し
て
市
へ
補
助
金
申

請
を
し
ま
す
。（
防
災
・
減
災
部
会

長・松
本
楯
臣
）

①
メ
カ
ニ
カ
ル
タ
イ
プ

ブ
レ
ー
カ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
に
取
り
付
け

た
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
ば
ね
の
作
動

や
、重
り
の
落
下
な
ど
に
よ
り
ブ
レ
ー

カ
ー
を
切
って
電
気
を
遮
断
し
ま
す
。

本
体
価
格
は
約
２
、５
０
０
円
〜

５
、０
０
０
円（
税
別
）

②
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ

コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
セ
ン
サ
ー
が
揺
れ
を
感

知
し
て
疑
似
漏
電
を
発
生
さ
せ
て
、

漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
電
気
を

遮
断
し
ま
す
。

本
体
価
格
は
約
５
、０
０
０
円
〜

１
０
、０
０
０
円（
税
別
）

市
の
補
助
金
制
度

本
体
価
格（
税
込
）の
３
分
の
２（
上
限

３
、０
０
０
円
／
個
）が
市
よ
り
補
助

さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、ま
ち
ぢ
か
ら

協
議
会
が
ま
と
め
て
申
請
す
る
こ
と

が
条
件
で
す
。自
己
負
担
額
は
メ
カ

大
地
震
は
あ
す
に
で
も
や
っ
て
く
る
の
？

鶴
嶺
東
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
取
り
組
み

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

大
震
災
時
の
電
気
火
災
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
は

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は

何
故
必
要
か

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

種
類
と
価
格

鶴
嶺
東
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら

協
議
会
の
取
り
組
み

分電盤への取付事例

今後30年間に
大地震（震度6弱以上）が

起きる確率

地震調査委員会「全国地震動
予測地図平成３０年版」より

横浜市
82%

平成30年度　鶴嶺東地区まちぢから協議会　役員名簿 部　会
会　長 岩壁　栄 鶴嶺東地区自治会連合会　会長
副会長 熊澤繁雄 鶴嶺東コミュニティセンター管理運営委員会　会長
副会長 松本楯臣 鶴嶺東地区自治会連合会　副会長
書　記 斎藤直樹 鶴嶺東コミュニティセンター管理運営委員会　副会長
会　計 吉原弘子 鶴嶺東地区自治会連合会　会計
監　事 尾坂　清 鶴嶺東地区自治会連合会　監事
監　事 河本親秀 鶴嶺東地区社会福祉協議会　会長 

防災・減災部会
環境安全部会
青少年育成部会
高齢者活性部会
地域福祉部会
広報部会
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鶴嶺東地区まちぢから協議会

平成30年度鶴嶺東地区防災訓練実施報告のまとめ

自治会名 実施日・時間 訓練場所 訓練費用参加人員訓練種目

円蔵自治会 368人

305人

156人

506人

156人

142人

200人

340人

100人

矢畑自治会

西久保自治会

浜之郷自治会

下町屋自治会

TBS自治会

サニータウン自治会

ホームタウン自治会

ライオンズ茅ヶ崎
ザ・アイランズ自治会

11月3日
8:55～10:30

円蔵自治会館
（円蔵防災対策本部）

ヘルメット
（147,420円）

災害時用ライト、
ホイッスル（77,312円）、
感震ブレーカーサンプル
（18,900円）

災害時炊飯用資材
（55,880円）

緊急時給水袋、
投光器500W、
折り畳み式担架
（67,608円）

改訂防災マニュアル
印刷（31,890円）

防災マスク
（32,184円）

非常用トイレ凝固剤
(16,500円)

防災用
かまどセット一式
(43,200円)

災害用教材資料
（18,133円）

自治会本部

下町屋自治会館、
神奈川県衛生研究所

TBS自治会館、
浜之郷公園

一本松公園防災倉庫、
ポンプ室、管理事務所

集会所

コミュニティルーム

11月11日
9:00～11:45

11月25日
9:00～12:00

11月18日
10:00～12:00

11月17日
8:00～12:00

11月11日
8:45～12:30

11月4日
9:00～11:00

10月28日
9:00～12:30

11月11日
10:00～13:00

第一次避難場所、
矢畑自治会館（本部）、
本社宮境内

西久保自治会館、
妙雲寺駐車場付近
消火栓

安否確認・ライフライン状況
調査、生活用水の確保（井戸
汲み上げ訓練）、起震車体験

鶴嶺東地区では、次の要領で安否確認に重点をおいた防災訓練を９自治会毎に実施し、延べ2,273人（住民及び自主防災組織
1,930人、消防団員・教職員・民生委員児童委員343人）が参加し、訓練費用は総額509,027円となりました。

安否確認、本部運営訓練、三
角巾訓練、ロープワーク訓練

安否確認、移動式ﾎｰｽ格納箱
取扱訓練、発電機など器具
取扱訓練、防災倉庫備品
チェック

安否確認、防災講座（災害ビ
デオ視聴、避難所ﾄｲﾚ使用方
法訓練）

安否確認、津波避難訓練、
移動式ﾎｰｽ格納箱取扱訓練、
改訂防災マニュアル説明

安否確認、移動式ホース格納
箱取扱訓練、濃煙体験、水害
への備え説明

安否確認、防災倉庫見学、
備蓄品見学

安否確認、要援護者搬送訓
練、炊き出し訓練

安否確認、災害時健康生活
支援者講習会

・訓練日 ： 平成３０年１０月２８日～１１月２５日
・訓練種目 ： 各自治会共通種目の安否確認と任意の単独種目
  ［情報収集・伝達、初期消火、応急救護、避難誘導、給食・給水、防災用資機材取扱、起震車体験、
  濃煙体験、その他（防災講座など）］
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鶴嶺東地区まちぢから協議会 第5号｜発行日 平成31年3月1日

新
年
早
々
、熊
本
県
の
和
水

市
で
震
度
六
弱
の
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。本
当
に
自

然
災
害
が
多
い
日
本
と
痛

感
し
ま
す
。備
え
あ
れ
ば
憂

え
な
し
。（
広
報
部
）

鶴
嶺
東
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

広
報
部
会
で
は
、広
報
誌「
ス
ク
ラ

ム
」お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
編
集

を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。詳
し
く

は
鶴
嶺
東
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。み
な
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

鶴嶺東地区まちぢから
協議会の最新情報を
ご覧いただけます

最新情報は
ホームページから
最新情報は

ホームページから

▶トップページで鶴嶺東地区をクリック！

茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会

（
活
動
内
容
）

第
一
回
部
会
（
6
月
15
日
）

◯
自
己
紹
介
、
部
会
長
・
副
部
会
長

の
選
出
。 

◯
本
年
度
の
防
災
訓
練
方

針
に
つ
い
て
議
論
・
調
整
。
安
否
確
認

に
重
き
を
お
い
た
防
災
訓
練
を
自
主

防
災
会
毎
に
実
施
す
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
ま
し
た
。

第
二
回
部
会
（
9
月
21
日
）

◯
各
自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
内

容
の
報
告
。 

◯
下
町
屋
自
治
会
の
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
事
例
の
紹
介
。 

◯
今
後
の
防
災
訓
練
の
在
り
方
に
つ

い
て
。 

◯
合
同
防
災
訓
練
の
可
否
、
実

施
内
容
に
つ
い
て
、
1
月
18
日
第
三
回

部
会
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
、
結
論

は
、
2
0
2
0
年
度
実
施
を
目
途
に

検
討
を
進
め
、
2
0
1
9
年
度
中
に

ま
と
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
今
後
の
課
題
）

・
現
在
は
各
自
主
防
災
会
が
単
独
で

実
施
し
て
い
る
防
災
訓
練
の
合
同
実
施
。

広
報
誌「
ス
ク
ラ
ム
」

＆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

編
集
部
員
募
集

各
部
会
の
活
動
報
告

防
災
減
災
部
会

部
会
長 

松
本
楯
臣

今
年
度
は
、
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い

て
勉
強
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
全
国
で
も
神
奈
川
県
内

で
も
、
多
く
の
自
治
体
が
ゴ
ミ
の
有

料
化
を
目
指
し
て
お
り
、
茅
ヶ
崎
市

内
に
も
こ
の
流
れ
が
押
し
寄
せ
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
ゴ
ミ
に
関
係
す
る
処
理
機
関
を
自

分
の
目
で
見
て
み
た
い
と
思
い
、
市

の
協
力
の
も
と
、
萩
園
の
ゴ
ミ
の
焼

却
場
、
堤
の
最
終
処
分
場
、
寒
川
の

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
と
三
か
所
を

11
月
13
日
に
部
員
１３
名
で
視
察
に
行

き
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
焼
却
場
で
は
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。こ
の
施

設
が
も
し
使
用
出
来
な
く
な
れ
ば
大

変
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

堤
の
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
将

来
ま
で
責
任
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
も
し
、
こ
れ

か
ら
新
た
に
施
設
を
作
る
こ
と
に
な

る
と
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
貯

蓄
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
理
解
で
き

ま
し
た
。

環
境
安
全
部
会

部
会
長 

森
谷
義
明

今
年
度
の
第一回
部
会
は
、
昨
年
度

の
反
省
、
構
成
団
体
の
実
情
な
ど
を

取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ

い
て
情
報
交
換
し
、
子
ど
も
の
安
全

確
保
を
第一と
し
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
、

通
学
路
問
題
、
見
守
り
活
動
、
子
ど

も
会
に
つ
い
て
の
自
治
会
、
推
進
協

等
の
か
か
わ
り
と
負
担
感
の
問
題
で

し
た
。
第
二
回
部
会
は
、
中
学
生
の

部
活
に
お
け
る
自
転
車
で
の
移
動
禁

止
に
つ
い
て
、一律
禁
止
は
ど
う
な
の

か
、一度
禁
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
に

良
し
と
す
る
の
は
難
し
い
、
な
ど
の

意
見
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

当
部
会
は
、
年
度
ご
と
に
代
表
が
入

れ
替
わ
り
し
ま
す
が
、
通
学
路
の
安

全
確
保
の
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
壁
の
点

検
、
地
域
に
お
け
る
連
携
の
強
化
な

ど
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
の
安
全
確

保
を
第一に
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

青
少
年
育
成
部
会

部
会
長 

馬
場
信
行

今
後
の
活
動
テ
ー
マ
と
活
動
計
画

◯
児
童
の
見
守
り
に
つ
い
て

地
域
福
祉
部
会
、
青
少
年
育
成
部

会
と
話
し
合
い
、
協
議
す
る
こ
と
で
、

見
守
り
活
動
参
加
人
員
及
び
参
加

日
数
を
増
や
し
て
通
学
路
な
ど
の
、

よ
り一
層
の
安
全
確
保
支
援
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◯
地
域
交
通
安
全
に
つ
い
て

地
域
福
祉
部
会
、
青
少
年
育
成
部
会

と
協
議
し
、
市
の
安
全
対
策
課
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
各
自
治
会
単
位
で

交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、
地
域

住
民
へ
の
啓
発
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
事
故
も

減
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。「
ち
が
さ
き

市
自
転
車
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
」資
料

に
よ
れ
ば
「
交
通
安
全
受
講
者
」
は
、

平
成
25
年
は
１
６
、
９
９
２
名
、
平
成

27
年
は
２
２
、２
２
５
名
と
１
３
０
％

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。一方
、
自
転
車
事

故
件
数
は
、
平
成
25
年
は
３
１
３
件
、

平
成
29
年
は
１
８
５
件
で
約
４
１
％

減
と
、
非
常
に
効
果
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
以
上
の
こ
と
を
来
期
の
テ
ー

マ
と
し
、
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

高
齢
者
活
性
部
会

部
会
長 

下
江
晴
治

当
部
会
は
前
年
度
よ
り
、
各
自
治
会

主
催
の
「
ミ
ニ
デ
イ･

サ
ロ
ン
」
の
支

援
を
主
要
目
標
に
取
り
組
ん
で
来
ま

し
た
が
、
限
定
的
な
福
祉
で
な
く
、

「
地
域
の
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

福
祉
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
部
会
の

目
的
を
果
た
す
た
め
に
は
、
他
の

「
高
齢
者
活
性
部
会
」、「
青
少
年

育
成
部
会
」
と
よ
く
連
携･

協
力
し
、

隙
間
の
な
い
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
の
構

築
活
動
を
目
指
す
べ
き
と
い
う
意
見

が
出
て
、
高
齢
者
活
性
部
会
と
話
し

合
い
、
合
同
会
議
を
開
く
事
に
な
り

ま
し
た
。

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
目
的
は
地
域

ご
と
、
自
治
会
ご
と
に
設
立
さ
れ
て

い
る
福
祉
、
高
齢
者
、
青
少
年
、
防

災･

減
災
、
環
境
安
全
等
の
関
係
諸

団
体
が
横
の
連
携
を
強
め
る
事
と
理

解
さ
れ
る
の
で
、
次
年
度
は
主
旨
に

沿
っ
た
活
動
が
展
開
で
き
る
地
域
福

祉
部
会
員
の
再
編
成
を
計
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
部
会

部
会
長 

河
本
親
秀




